
謹啓 日頃より私の政治活動に際し、絶大なるご指導、ご鞭撻を賜り誠にありがとうござい
ます。
この度の定例会においての一般質問では、４つの質問を致しました。
一つ目はＩＣＴ等の活用について。
二つ目は教育行政について。
三つ目は子育て行政について。
四つ目は公共施設再生計画の見直しについて。

習志野市におけるＩＣＴ等の活用状況、小中学校におけるいじめ対策と英語教育、待機児
童対策、公共施設再生計画の推進を要望いたしました。
是非、お目通しの上、ご意見、ご要望をお待ちしております。 謹白
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ご挨拶

Q：本市のキャッシュレス決済の導入について伺う。

A：令和２年２月より市役所及び市内連絡所窓口において発行する住民票や
戸籍等の発行手数料について導入予定。

要望：早急な導入に感謝をしたい。市民の利便性の向上や職員の働き方改革にも
寄与するものである。今後も様々な市の業務において、ＩＣＴ等を活用し、更なる業務
改革、利便性の向上を要望するとともに、必要であれば先進他市のように、ＩＣＴ専
門家の民間登用も考えながら事業を進めていただきたい。

キャッシュレス決済の導入について
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現在習志野市では就労などを理由と
する定期的な利用のほか、保護者の
リフレッシュを目的として月３日以内
での申し込みを受け付けております
が、受け入れ態勢が不足しておりま
す。
受け入れ定員の拡大はもとより、電
話受付だけではなく、ネット申し込み
も可能にするように要望を致しました。
他市や民間事業者ではすでにネット
申し込みを行っており、利用者にとっ
ても施設担当者にとっても負担の軽
減となります。
習志野市でも早期のシステム構築を
要望していきます。

Ｑ：保育所等の使用済み紙おむつの持ち帰りは廃止できないの
か。

Ａ：出来るだけ早期に使用済み紙おむつの持ち帰りを改善し、各
施設での処理ができるよう取り組む。

要望：衛生面の観点、保護者の負担の観点からも早期に実現を
求める。

Ｑ：本市の学童保育の児童会は「小学校敷地内開設」を原則とし
ているが、待機児童対策のために敷地外への整備も考えなけれ
ばならないのではないか。

Ａ：地域の実情に応じて、敷地外整備も検討していく。

日用品大手のユニ・チャームが、乳
幼児の紙おむつとお尻ふきを定額で
使い放題にする保育園向けサービス
を始めており、送り迎えの時に保育
園に届ける荷物を減らしたい共働き
家庭などの需要を取り込む狙いがあ
ります。
既に１３都府県の約１００の保育園が
採り入れており、乳幼児が週５日通
園する場合、１人あたりの月額料金
は０歳児が税抜き３千円、１歳児が２
８００円、２歳児が２５００円。
習志野市でも実現が可能かどうか研
究をしていく必要を感じます。

紙おむつの定額制度

こどもの一時預かりについて
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公共施設再生計画について

市政報告会

Ｑ：公共施設再生計画の意義はなにか。

Ａ：公共サービスの継続的提供、持続可能な都市経営の実現、将
来世代に負担を先送りしない事を目的としており、そのための「保
有総量の圧縮」をする。

要望：現存する全ての公共施設を更新する事は財政的にも不可
能である。

人口減少社会が間近に迫り、社会保障費や扶助費等の増加は止
められない。
余力のある今だからこそ計画的に推進していく必要がある。

教育委員会の適正規模・適正配置の策定を待つのであれば、早
急に策定を求め、遅滞なく進めていただきたい。

子育て行政について


